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意思疎通困難者に対する支援手法の妥当性及び効果等に関する研究 

研究分担者 水島 洋 国立保健医療科学院 研究情報支援研究センター長 

 

研究要旨 

意思疎通が困難なものに対する情報保障の効果的な支援手法について、その効果に関しての基準

がなく、評価が難しい現状がある。今回、支援手法に関しての分類を行うとともに、その評価手法に

関する検討を行った。その結果、国内には障碍者に関する登録して無がなく、医療のアウトカムとし

ての障碍の把握が不足しており、国際機能分類（ICF）や WHODAS2.0 などを活用した障碍者レジスト

リーの構築が急務である。 

 

Ａ．研究目的 

 意思疎通が困難なものに対する情報保障の効

果的な支援手法について、その効果に関しての

基準がなく、評価が難しい現状がある。今回、支

援手法に関しての分類を行うとともに、その評

価手法に関する検討を行う。 

 また、妥当性や効果等を測るための障碍者の

現状を把握するための実態の調査を行う。 

（倫理面への配慮） 

本研究では臨床試験はおこなわない。 

 

Ｂ．研究方法 

障害の種類別の情報収集と分類を行う。 

また、現状の障碍者レジストリーに関する調

査を行う。 

 

Ｃ．研究結果 

 意思疎通困難な障害としては、視覚障害、聴覚

障害、盲聾（もうろう）がこれまで主に考えられ

てきて、自治体の福祉政策でも中心的に取り扱

われていた。しかし、これら以外にも、失語症な

どの発話障害、ALS などの難病等による筋力低下

などの障害、知的障害、発達障害、高次脳機能障

害、精神障害などについても対策を講じる必要

性が高まっている。視聴覚障害者に比べて精神

系の障害に関してはこれまであまり扱われてこ

なかったこともある上に、どのような支援が必

要なのかも研究途上ということもあり、支援機

器があまりないのが現状であるが、ICT 技術の進

歩によって支援可能なものもでてきている。 

以下、これらの障害別に、現在利用可能な支援機

器に関してまとめた。（表１参照） 

 

表１ 障害別コミュニケーション支援機器 

 

一方、妥当性や効果を測定するための障碍者レ

ジストリーについては、ないことが分かった。 

 

Ｄ．考察 
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 今後、医療の適切なアウトカムを見るための

評価するためにも、障碍者の支援をするために

も、国として障碍者のレジストリーを構築する

ことは重要である。 

 

Ｅ．結論 

 今後、医療の適切なアウトカムを見るための

評価するためにも、障碍者の支援をするために

も、国として障碍者のレジストリーを構築する

ことは重要である。 
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